
取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

1. 団体名 株式会社INFORICH 2. 連携先
の団体

防災協定を締結する計6企業・4自治体 （東京地下鉄（東京メトロ）、日本空港ビルデング、
NTTドコモ、コクミン、龍生堂本店、クリエイトSD、渋谷区、山梨県、青梅市、福岡市）他

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）整理番号:058

モデル性・波及性

スマホが普及した今、
災害などの緊急時、大切なご家族や友人と
スマホの充電不足により連絡手段が途絶えて
しまう不安を解消し、設置箇所の多さより、
いつでもどこでも借りれる環境を確保します。

サイネージを活用した分散型イベント等、多
角的に“スポット”としての活用も可能です。

3. 取組
目的 充電不足のストレスを無くし、安全でより良いライフスタイルの提供 4. 関連する

ゴール

取組開始
時期 2018年4月 取組の

カテゴリー 災害対策・防災・減災災害時でもどこでも充電に困らない社会インフラを実現!
モバイルバッテリーシェアリング「ChargeSPOT」

地方創生SDGsの視点

「ChargeSPOT」は
・シェアリングサービスでエコ
・貸し借りで人の動きを促す地域活性化
・貸し借りスポットで設置店舗への来店促進
が見込まれます。
設置場所順次拡大で、災害時のライフライン
としてもお役立ていただいています。

ステークホルダーとの連携

東京メトロ、日本空港ビルデング、NTTドコモ、
渋谷区など、防災協定を締結する計6企業・
4自治体。
また、大手コンビニ3社をはじめ、イオン等の
商業施設、交通機関、地方自治体など
日本全国47都道府県に約21,000台を
設置いただいている企業様と連携中。

株式会社INFORICHではサーキュラーエコノミーを取り入れたモバイルバッテリーシェアリングサービス「ChargeSPOT」を

提供しております。現在、日本全国47都道府県に約21,000台を設置し、日本国内No.1の設置数を誇ります。海外

においても香港・台湾・タイ等に事業を拡大しており、「どこでも借りれてどこでも返せる」をコンセプトに、充電不足のストレ

スを無くし、より良いライフスタイルの提供を目指しています。

災害・停電時などには無料でバッテリーを貸し出す防災のための社会インフラとしての役割も果たしています。

同時に、「ChargeSPOT」が備えるデジタルサイネージで、観光誘致や地域広報などの告知媒体としても活用できます。

こうした機能には、非常時の無料給電や情報発信の手段として活用できるという側面もあり、地方自治体等と連携して

ナショナルレジリエンスの一助になればと考え、設置箇所を順次拡大しています。

【これまでの災害発生時無料貸出支援一例】

・2018年9月 北海道胆振東部地震:札幌市役所にバッテリーを無料配布

・2019年6月 山形県沖地震:災害地域の「ChargeSPOT」を48時間無料貸出

・2019年9月 台風15号:災害地域の「ChargeSPOT」48時間無料貸出

千葉県南房総市役所前および館山市役所前にてバッテリーを無料配布

【防災協定の内容】

（1）締結企業・自治体へのバッテリーの提供

（2）市民へのバッテリーの無償レンタル



自由記述欄

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（裏面）

■災害時のバッテリー提供 / サイネージ活用

■設置先企業一例

■サイネージを有効活用した分散型イベントの実現

各設置場所でのサイネージを活用してO2Oの謎
解きイベント、スタンプラリー、プレゼントキャンペー
ンなどが実施可能です。

充電不足需要だけではなく、サイネージを用いて、
「ChargeSPOT」でそのときその場所でしか見れ
ないコンテンツや、体験をイベント化することで新た
な誘引施策が可能で、展開の幅が広がります。

クーポンを発行し、アプリを活用した店舗への誘導
が可能で、導入店舗様にもメリットが大きいです。

・東京メトロ
・カラオケ館
・JR
・ファミリマート
・ローソン
・セブン-イレブン

・マルイ
・ヤマダ電機
・コクミンドラッグ
・近畿日本ツーリスト

・神戸市
・福岡市
・渋谷区
・山梨県
・青梅市
・東京建物

・ドコモショップ
・ソフトバンクショップ
・コロッケ倶楽部
・カラオケの鉄人
・タワーレコード
・森ビル 一部抜粋


